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研修報告書
氏名：北村裕梨

所属：東京女子医科大学附属遺伝子医療センター

研修期間：平成27年11月2日　～　平成27年11月26日

研修場所：千葉大学医学部附属病院遺伝子診療部

研修内容：
遺伝カウンセリング外来：神経筋疾患、家族性腫瘍、NIPT、周産期外来、小児神経疾患等、他領域に渡った遺伝カウンセリングの陪席
講義：①男性不妊と最先端生殖医療技術　②認定遺伝カウンセラーのチーム医療における役割　③次世代シーケンサーのデータ解析　④家族性腫瘍　⑤遺伝医療におけるチーム医療　⑥　遺伝カウンセリングにおけるコミュニケーション　⑦海外でのバイオバンクの取組みについて、それぞれの専門領域の先生方から講義を受けた。
遺伝子検査実習：①磁性粒子法を用いたDNA抽出　②アセトアルデヒド分解に関与する酵素遺伝子の多型を利用したPCR法による解析　③筋強直性ジストロフィーにおけるリピート配列数の遺伝子解析　④イリノテカンの薬物代謝に関与する遺伝子の多型を用いたreal-time PCR法による遺伝子解析
その他：勉強会（テーマ：HBOC）への参加、カンファレンスへの参加（発症前診断の症例）

研修成果：
 それぞれの専門領域における臨床遺伝専門医が、認定遺伝カウンセラーと協力し、遺伝カウンセリングを行っている現場を経験した。遺伝性疾患は多くの診療科が関わることも多く、そのうえで、認定遺伝カウンセラー、心理士等の多種職の方とのスムーズな連携、他科との連携等、臨床遺伝専門医の役割を認識するとともに様々なシーンにおいてチーム医療の重要性を実感した。さらに、自施設では経験することが少なかった家族性腫瘍の遺伝カウンセリングを千葉大学で複数例経験することができ、またNIPT外来では一部、私自身が実際にクライエントに情報提供する場を設けて下さったことで、自分の注意する点が浮き彫りになり、実技の面でも大変勉強になった。またそれぞれの専門領域における先生によるマンツーマンの講義では最新の情報を提供して下さり、その分野の理解が深まり、実りの多い研修であった。
